
(1997年)

ヲ/16
平成9年

1217 No. 

| ・よ図市役所(圃Ui!l!I'.幽mIlIl)J ・市政提言電話(圃句2日CII ・市政提言FAX煙室型旦 E 

自動交付機で

待たずに

証明書の交付を

受げられます

『市民カード』

お持ちですか?

住民票などの証明書を発行する 『自動交付機』が、市役所 1

階と上田創造館に設世され、2月1日に市役所で 「稼働式」を

行いました。

この自動交付僚の導入により、住民裂などD証明容の交付が、

土E曜日・日眼目や祝日、また早朝から夕方にも畳けられるよう

になりました。操作も簡単で、交付に要する時間も大幅に短縮

され、窓口が混雑していても長く待たずに交付を受けられます。

なお、自動交付機由利用には 『市民カ- ~ J と r ~ 1iE番号』

白壷録が必要ですロまだカ ドをお持ちでないかたは、早めに

市役所市民課 ・各支所へお申し込みください (交付方法などは、

11月16日号 「広報J5ペ ジをご覧ください)。
.問い合わせ 市民諜 (困 13 5 3) 

の利用案内
.交付を畳けられるE明

住民菜、印掻壷録証明書、所得証明替、税額証明書

.位置場所

市役所(正面玄関東側)、上田創造館(正面玄関内)

.利用時間午前 7時~午後7時

(土，~日 ・ 日眼目、祝日も利用できます)

・空付手数料 300円(窓口と同じです〉

〈再生紙を使用しています〉

『自動交付機』

※ r:yリーズ・ 循を歩こうJ，.都合によりお休みします

-ー
ョヨ匝

2
月
1
自
の

『穂
働
式
』
で
実
際
に
自
動

交
付
織
を
操
作
す
る
竹
下
市
長

自
動
交
付
織
は
、
市
役
所
(疋
面
玄
関
東
側
M
写
真
)

と
よ
図
劃
遺
館
(亙
菌
室
関
内
}
に
股
置



国
民
健

イ呆
険

み
な
さ
ん
の
健
康
と

幸
せ
を
守
り
ま
す

【

行
川
]
国
保

(国
民
健
車
保
険
)

口
川
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
制
度

な
の
で
す
か
?

寸
川
コ
基
本
的
に
は
、
国
保
田
加

F
ur」
人
指
が
お
互
い
に
出
し
合

う
お
金

{保
険
暁
)
と
同
か
ら
自
負

担
金
で
、
も
し
も
由
時
に
安
心
し
て

医
療
機
関
に
か
か
れ
る
よ
う
に
す
る

助
け
合
い
の
制
度
で
す
。

国
保
に
は
、
ど
の
よ
う
な

人
が
加
入
す
る
の
で
す
か
7

寸
川
}
国
民
は
、
必
ず
い
ず
れ
か

「
μ」
白
医
療
保
険
に
加
入
す
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

他
。
医
療
保
険

(健
雌
保
険
や
共
済

組
合
な
ど
)
に
加
入
し
て
い
な
い
人

(例
え
ば
向
営
輩
出
人
や
会
社
を
退

職
し
た
人
、
ア
ル
バ
イ
ト
や
パ
l
卜

勤
務
白
人
な
ど
)
は
、
本
人
目
立
思

に
か
か
わ
ら
ず
、
必
ず
国
保
に
加
入

し
江
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

『汁
盟

国
保
の
加
入
や
脱
退
の
手

口
川
口

続
き
は
、
だ
れ
が
い
つ
す

る
の
で
す
か
?

寸
寸
}
世
帯
主

(
家
臨
で
も
よ
い
〉

「い
じ
が
、
必
ず
M
日
以
内
に
市

役
所
に
届
け
出
を
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
勤
務
先
白
会
社

な
ど
で
は
国
保
の
手
続
き
を
い
っ
さ

い
し
ま
せ
ん
の
で
、
過
験
し
て
他
牒

保
険
の
適
用
が
な
く
怠
っ
た
場
吾
は
、

国
保
田
加
入
手
続
き
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
就
職
し
て
他
雌
保
険
白
適
用

に
な
っ
た
場
合
は
、
国
保
の
脱
追
手

続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

「け
川
]
保
険
税

(国
民
健
車
保
険

FM
川
」
税
}
と
は
、
ど
の
よ
う
な

税
金
な
の
で
す
か
?

寸
川
ザ
上
田
市
が
負
姐
す
る
医
療

「

μ」
世
田
必
要
額
を
確
保
す
る

た
め
、
国
保
の
加
入
世
情
に
保
険
組

を
諜
脱
し
て
い
ま
す
。

保
険
桂
は
次
白
よ
う
に
し
て
決
め

ら
れ
ま
す
。

「け
明
]
保
険
税
を
滞
納
す
る
と
、

口
川
口

ど
う
な
り
ま
す
か
。
ま
た
、

滞
納
し
た
ま
ま
市
外
へ
転
出
し
た
場

合
は
ど
う
で
す
か
?

寸

4
d保
険
脱
は
、
医
療
質
支
払

「

μ』
い
の
た
め
に
必
要
な
稲
を

み
ん
な
で
負
相
し
て
い
ま
す
由
で
滞

納
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
滞
納
す
る
と

制
度
上
、
医
療
費
を
全
額
自
己
負
担

し
て
い
た
だ
い
た
り
、
高
額
療
葺
質
、

出
席
育
児

一
時
金

・
人
間
ド
ッ
ク
補

助
金
な
ど
の
支
給
は
、
納
税
相
談
白

う
え
支
給
い
た
し
ま
す
ロ
そ
し
て
滞

納
税
額
白
ほ
か
督
促
手
数
料
と
延
滞

金
が
加
わ
り
、
ま
た
滞
納
処
分
自
た

め
動
萌
先
へ
の
給
与
調
査
、
取
引
先

(得
意
先
)
へ
の
取
引
調
査
、
金
融

機
関
へ

の
資
産
制
査
な
ど
を
行
い
ま

す
の
で
、
担
金
的
地
位
や
信
用
を
央

う
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
外

に
転
出
し
て
も
滞
納
脱
額
は
減
少
せ

ず
、
逆
に
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
、
前

記
と
同
様
申
滞
納
処
分
を
行
い
ま
す
。

【21I1ij冒ラJf.!f!9.2. 16 .保険税納付は口座振替が便利です.

司
制
」
さ
か
の
ぼ
っ
て
保
険
税
を

に
川

」
払
う
の
は
な
ぜ
で
す
か
。

寸
当
国
保
由
大
切
な
財
源
で
あ

「

μ」
る
保
険
院
は
、
国
保
田
資

格
が
尭
生
し
た
月
か
ら
納
め
て
い
た

だ
き
ま
す
。
加
入
の
届
け
出
が
遅
れ

て
し
ま
っ
た
場
合
で
も
、
届
け
出
を

し
た
月
か
ら
の
卦
を
支
払
う
の
で
は

な
く
、
資
怖
が
発
生
し
た
月
か
ら
の

保
険
視
を
納
め
て
い
た
だ
か
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん

(最
高
3
年
間
さ
か

の
ぼ
り
ま
す
)。

国
民
健
康
保
険
の
制
度
を
理
解
い

た
だ
き
、
保
険
組
の
期
限
内
納
付
を

お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
届
け
出
は

H
日
以
内
に
お
願
い
し
ま
す
。



浪
山
戸
時
脚
者
恒

d
p
a問
問
釧
仰
高
匹

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
の
中
で
、

会
社
な
ど
を
退
職
し
て
年
金
の
支
給

を
畳
け
て
い
る
叩
歳
未
満
由
人
と
そ

の
家
族
は
「
退
職
者
医
療
制
度
」
に

よ
り
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

-
こ
の
制
度
に
加
入
で
き
る
人

次
の

3
つ
の
尭
件
に
あ
て
は
ま
る

人
(
追
職
被
保
険
者
本
人
)
と
そ
の

軍
政
(
被
扶
聾
者
)
白
人
で
す
。

①
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

人

医療費が
増え続けています
上田市の国民健康保険の状況

②
老
人
保
健
法
自
適
用
を
畳
け
て
い

な
い
人

③
厚
生
年
金
や
共
済
年
金
な
ど
の
被

用
者
年
金
制
度
の
年
金
を
畳
け
て
い

る
人
で
、
加
入
期
聞
が
初
年
以
上
も

し
く
は
岨
歳
以
後
叩
年
以
上
あ
る
人

・
こ
の
制
度
で
医
療
を
畳
げ
る
と
き

の
自
己
負
担
金

返
聡
被
保
険
者

本

人

同

被
鉄
養
者

酬

筑以》。

2日滞。

醐

l醐

附則

外
来

2
割

入
院

外
来

入
院7(年庄45  6 

1ロ般z退職白老人|
3 

反則

。

2 
割

3 
翻
2 
FJ 

-
届
け
出

年
金
白
受
給
権
が
発
生
す
る
と
、

年
金
保
険
者
か
ら

「
年
金
証
書
」
が

迭
ら
れ
て
き
ま
す
。
年
金
証
容
が
届

い
た
ら
、

H
日
以
内
に
年
金
証
替
、

印
鑑
、
保
険
証
(
お
持
ち
の
か
た
)

を
持
書
し
て
、
市
民
課
ま
た
は
各
支

所
へ
属
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

国
岬
怖
の
給
付

1ω64鈎2

36026 

16お以8

"''''' 
拘~1)57E
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M05総3
1剛刷
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醐酬
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捌3!判日251175
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3 

2政均“調。

。

き
、
保
険
粧
を
持
参
す
れ
ば
、
医
療

費
白

7
割

(
8割
)
は
国
保
が
負
担

し
ま
す
。

-
高
額
療
聾
置
の
主
給

1
か
月
の
医
療
費
白
自
己
負
担
額

が
一
定
額
を
起
え
た
と
き
、
そ
の
超

え
た
分
が
払
い
戻
さ
れ
ま
す
。

-
療
聾
賓
の
支
給

や
む
を
え
な
い
理
由
で
、
保
険
証

を
も
た
ず
に
治
療
を
畳
け
た
と
き
な

ど、

一
度
企
画
閣
を
支
払
っ
た
あ
と
で
、

国
保
田
審
査
に
よ
っ
て
そ
の

7
剖

(
8割
)
が
払
い
戻
さ
れ
ま
す
。

-
出
産
育
児
一
時
金

- 人当たりの医療費の推移(千円)
1叩

1叩

叩

民.".，

4叩

氏陣QOO

国
保
加
入
者
は
次
の
給
付
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

-
医
療
費
の
7
割

(8
割
)
を
負
担

病
気
や
け
が
で
診
療
を
畳
け
る
と

)
 
度年(
 
7
 

7(年度)45  6 

|口一般 z退職白老人 l
3 

。

国
保
田
被
保
険
者
が
出
産
し
た
場

合
、
出
産
育
児

一
時
金
却
円
が
支
給

さ
れ
ま
す
。

-
葬
祭
畳

被
保
険
者
が
死
亡
し
た
と
き
、
そ

の
人
の
葬
祭
を
行
う
人
に
対
し
、
葬

祭
貨
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

ー
ハ
同
限
時
同
省
鼻
音
宰
曜
か
ま
骨
語
圏
F

.桔食費の自己負担(18当たり)

対象者 金額

一般の被保険者 760円

住民税非録税世智の被保険者

90固までの入院 650円
90日を超える入院 500円

住民税非課税也事容で
300円

老齢福祉年金を受けている人

が
L

「
唖
胆
官
軍
崎
山
田
戸
い
戸

あ
っ
た
と
き
陪

必
ず
届
げ
出
を
/

戸
通
事
故
な
ど
、
第
三
者
由
行
為

に
よ
っ
て
け
が
を
し
た
場
合
、
酷
害

者
に
重
大
な
過
失
が
な
け
れ
ば
、
国

保
で
治
療
が
畳
け
ら
れ
ま
す
。
こ
由

場
合
、
治
療
貨
は
全
額
ま
た
は
一
部
、

加
害
者
が
負
担
す
べ
き
も
の
で
す
。

被
保
険
者
の
届
け
出
に
よ
り
国
保
が

被
害
者
に
代
わ
っ
て
、
負
担
し
た
費

用
を
加
害
者
に
請
求
し
、
返
し
て
も

ら
い
ま
す
。

16 2 広務ラJf./.'!g. 【3】



-対車者

平成9年2月l日(基噂日)現在、次回いずれかの

年金または手当の、今年2月分を畳給できるかた
江涜齢福祉年金

喧障害基礎年金のうち旧障害嗣祉年金に相当する

もの [年金証書白年金コード種別 (先頭2桁〉

が r63Jまたは r26Jに誼当するも司]

③遣接基礎年金のうち旧母子 ・揃母子福祉年金に

相当するもの [年金証書の年金コード種別 (先

頭2桁)が r27Jまたは r28Jに該当するもの]

④児童扶聾手当

喧特別児童扶聾手当 (手当白制度上の畳給者は親

または聾育者となっていますが、給付金は陣容

児田かたが支給対量となります)

喧特別障害者手当

⑦障害児福祉手当

⑧領祉手当(経過措置分)

@原場被爆者諸手当(医療特別手当、特別手当、

健康管理手当、保健手当)

32上記白①から⑨まで骸当する場合でも、基準日

( 2月1日)に生活保護を受けているかたや社

会福祉施設に入所されているかたには、別に一

時金として 1万円が措置費に加算されます田で、

この福祉給付金は支給されません。

.問い合わせ

①から③の年金 国保年金際国民年金時 (困1364

-1366) 

④から⑨の手当 福祉諜 (困1602-1608)

• 
事祉給付
討止給付金)

提唱万

金

• 

臨時特別給
(特別給付金)

支給対象者 . 
1人につき ・

h z 

.対章者

菱受及ぶ瓦よ旦以設浅見具悦ぶ息眼工
生主足止旦易政法主ゑ蚊込LぷJ浅見受~
の個人由市民説が謀説されなかったかた (本人が、

家族のかたの平成8年度分の市民税稲田算定に際

して、控除対量配偶者または扶撞親自主となってい

る場合は、そのかたに平成8年度分の市民脱が楳
せられなかった場合に限ります〉

※上記に骸当する場合でも、生活保獲を畳けてい

るかたなどには支給されません。

援問ーのかたが r1の福祉給付金」の支給事件に
該当する場合は 「皿の特別給付金」は支給され

ません。

.問い合わせ

福祉課福枇楳 (困1602-1605)

課
税
状
況
を
確
隠
し
ま
す

同
意
欄
に
紀
入
と
抑
印
を
/

「

E
の
介
護
福
祉
企
」
、
『
皿
の
特
別
給
付
金

は
、
市
民
亜
の
課
税
状
況
を
儲
留
す
る
必
聾
が

あ
り
ま
す
の
で
、
申
開
削
さ
れ
る
か
た
は
、
支
給

申
請
書
の
同
意
欄
へ
の
妃
入
と
押
印
を
し
て
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
平
成
8
年
1
月
2
日
以
降
に
上
回
市

へ
転
入
し
た
か
た
は
、
転
入
前
回
申
請
者
本
人

目
税
額
証
明
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
申
請
書

本
人
を
控
除
対
輩
配
偶
者
ま
た
は
扶
養
親
肢
と

し
て
住
民
税
の
申
告
を
し
て
い
る
か
た
が
上
田

市
以
外
の
場
合
は
、
そ
の
市
町
村
の
税
額
証
明

書
が
必
要
と
な
り
ま
す
〔
特
に
、
申
蹄
す
る
本

人
白
健
康
保
険
証
が
遠
隔
地
で
発
行
さ
れ
て
い

る
塙
告
は
、
制
罰
金
申
告
上
の
扶
費
税
臨
に
入
勺

【4J76 2， 広喜Fラ左足ず9



a雪量梯事傷害I(}@.己主炉事識語講苦重鶴@議!!，OJIZC!J; rtp 
階以主』

4月から消費税率の引き上げや地方消聾税が導入されることになりました。これにより、老齢福祉年金や

特別障害者手当の豊給者、面所帯の寝たきりのお年寄りのかた、 65揖以上町低所得者のかたがたに対し、国

より臨時福祉特別給付金が支給さ打ることになりました。該当するかたは3月18日までに手続きをして〈ださ

い。なお、申請のない場合は支給されません。

~B寺1

給対i
人に・

霊欝雄参I)á~~~3J11$A雪まで'l'瞬静if/
.申E青の方，圭
申請書は、該当すると見込まれるかたに、郵送または民生児童委員さんが直接

お届けする予定です。 3月5日嗣までに届かない場合は、福祉謀、国惇年金課、

健鹿推進課、 豊殿 塩田・ 川西各支所の窓口に申請書がありますので、所定の事

項を記入の上、lZゑ旦怨たえ抜足且政主主投股ふ及拡忍息愈窓会広」重
度援護懇ゑ受具民定患はs 三ム怠ふ昆援金想念之主」立烈日持主忍三
度iゑ2怠尽にム主玄ι
.支給時期

申請後、内容審査の結果この給付金の制度に該当する場合は、振り込み依頼書

に基づき、各自の口座へ4月末までに入金します(I臨時福祉給付金、H臨時介

護福祉金については、民生児童委員さんから現金で支給されます)。

可介護福祉ヨ
(介護福祉金)

3万円411の時計】

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
扶
盤
に
し
て
い

る
か
た
白
税
額
証
明
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
)
。

添
付
さ
れ
な
い
場
合
は
、
給
付
金
が
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

-対象者

義史良心見土足以ふ忠良政担想関投製捜張主主目 コt:
かた (本人が、家族のかたの平成8年度分自市民税額の算定に際して、控

除対卑配偶者または扶盤親臨となっている場合は、そのかたに平成8年度

分の市民税所得剖が謀せられなかった場合に限ります)、または生活保護

主製乏に蛇長で次のいずれかに該当するかた

①基準日 (2月1日)において、平成8年8月1日以前 (6か月以上)か
ら寝たきりまたは痴ほう等の状態にあるため、常時介護を必要と Lている65歳以上のかた (昭

和7年2月l日以前に生まれたかた)。

軍今年2月分の特別障害者手当、障害児福祉手当または福祉手当(経過措世分〉を畳給できるかた。

諜基準日 (2月l日)に、病院 ・診療所または老人保健施設に平成8年10月31日以前 (3か月以

上〕から継続して入院または入所しているかた、特別聾護老人ホームなどの社会福祉施設に入

所しているかた (聾護委託されているお年寄りのかたも宮まれます)には、介護福祉企は支給

されません。

85介護福祉企は、 r1 '"福祉給付金」ゃ 「皿の特別給付金jと異なり、寝たきり白お年寄りなど
に対する在宅介護の主復を目的として支給されることから、同一人のかたが r1 '"福祉給付金」
や 「田町特別給付金」白支給要件に骸当する場合も支給の対象になります。

・問い合わせ

介檀福祉金について 健康推進課在宅高齢者サービス悟 (困1627・1628)

生活保障者について 福祉課福祉保 (伺1602・1603)

• 
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。

市税

市置

64憧1，630万円
(15.5%) 

171億5，3柑万円
(41.4%) 

26.7，093万円
16.5%) 

33偉560万円
(8.1%) 

治?五fJf
.情報ネットワーク益0・婿錦、上回
市公共施控室内 予約システム開

発垂託 [鉾掴位計J( 4，500万円)

定盆JI
.中央在宅介蹟主媛センター菅理運

官事草葺庇 ( 1，026万円)

.老人ホームヘルパー派遣事量

( 7，235万円)

・緊急通報葺置の世置 (1，897万円)

.甫郁保育園の移転躍世

(6億 7，330万円)

-人間ドック検査費用繍助金

( 1.150万円)

・E穣施世盤側等基金積立金
( 1億 281万円)

・合併島理浄化繍股置繍助金

( 1憧1.616万円)

.じんかい収集聾託料

12健 1.531万円)

I/xλ総額
414読書6，385万月

408綾'2，327万月
支必総額

筋工費
・中小企輩融資 (22健 3，9四万円)

.湯けむり散策遭の聾0・
(1!a 8，1日万円)

土木畳
間信3，187万円
121.2%) 

11#水産業費

360・3.422万円
(8.8%) 

28億4.544万円
(6.8%) 

・累倒産地機能増進事章補助金

( 9.419万円)

・且林漁草体厳重官鐙等建股$車

( 1憧 6，061方同)

ei街路の盤側 114億 395万円)

・市営住宅内纏回維の建て替え

(H! 9，126万円)

.新婦架矯夢車 11偉 1，907万円)

・高連遭新勝織の早期聾0・に向11
て 同信 6，976万円}

.溜図酉小学輯の建設

(16健 7，297万円)

.泡毘小学校屋内運動渇の改革

14億 9，523万円)

.ふれあいリフレッ y ュパークの聾

0・ (3!a 8，612万円)
・図・館情報システム化事豪

( 3，965万円)

広a冒ラ}{!ir9. 2. 16 【61



主鵠臼.‘偽..民
亀宅島司陣織
抱金‘底，... 

l3l.ft;.t1院
号亀'復刻'"

立ヨ且衣帯

決議'・'‘
‘也事.. 
セン.-・東

宅入.. ‘・'‘
..... ‘寵
相院本...

"'''穐区住宅
気策賞金司馬11怜奪怠

'Il:1九一宇祢ヨ‘，...

各事業のあらまし

土地取得事業

塩困省線放送電話事業

固毘健康保険事業

空通見書尖i斉事業

信祉事業センタ 事業

老人保健事業

車業集落排水司修業

も..'3.21四R
‘，tlW百円

E
E
 'Q1¥1.%崎"月"

的強も，.':I<:l ~ñ?\

‘1lltlnv:¥. 
も，1悩完R

[特別会計決算E‘，>も，"月R
亀も幻ヲ'"

'"‘もh郁ももち"
1'01'1.1¥.11'町、n"

'"“問、1百円
"也、包'2.1)月R

主砲.'~.a()1l百円

11tも'"同R

-土地取得状iJ1 111'1臼3.283nt'、5世3，436h円)

・加入戸数 3，461戸 ・通信主換回数 2.7田h，10日平均)
・被保障者 34，409人07，389世4η ・保険桔付状況 35出5，852万円(保険占口組〕

・加入者数 106.295人 ・見舞金支桔輯 3.242万1'1(353判〉

ejj!;ベ利用者艶 13，106人 ・作業工賃 4，123万円

・医療畳桔者数 14.692人 ・医療費桔付状況 79曲3.255万円

ド之榔地区 9，639万円、岡地区 308万川、 ド小品地区 2β84万円、
小n団地区 6，894万円、山安田地区 4由653万円、
保野・蝉団地区 4由2，249万円、堕殿南部地区 111!9.642万円、
訂上山地区 3曲6.050万円、布引地区 4.000万円、
八木沢地区 6.121万円、前Ii辺地区 11白2.275万円

-菅路、処理場等
建位事業費

同和地区住宅新築

資金等貸付事量

公共下水道事業

-貰付状，昆 10件 (7.030万円)

上回処.eu区上131.9ha(整備務 77.3珂)
・処理区壇戸艶 15.363戸 ・処理面積 南部処理区 28.4ha ("  9.7%) 

'"闘田崎胴船叫商品;t}J!処理区56.2ha( " 82.6%) 

収 入 支 出 1 水道事業のあらまし
収
企業名 (下掠稲) (子第稲}

益 (決算額) (決算額) 結水戸数 36，125戸 (100，618人)

的 2憧8，0-17万円 2出8.0H万円 年間配水量 1，524万5，352rrf
産院事業 建設 工 家 45件 (4億7，922万円)
収 E憧9，317万円 2憶7，211万円

18億¥，089万円 18憧8.364万円
改良 工 事 49件 (4億4，099万円)

支水道家業
18憶6.321万円 181ft: 286万円

主 出

資
企業名

(予算額) (予算額) 産院事業のあらまし

2生 (決算額} (決算税)

的
355万円 1.517万円 入院患者数 6，499人 {延べ)

産院事業 外来患者数 t 1 ，856人 (延べ)
'"万円 1.160万円

収 新 生 児数 474人l'憶3，526万円 "憶'"万円
支 水遭事業 9憶2，021万円 Ja憶.1，31.¥万円

【7】 広喜行iir.!9.2. 16 



rこんぴらさん2 として、現在も絶元の人びとに観しまれている岳売品品位

会

-
"
e

--b

a

w

-

-

e

常
磐
城
村
新
民

(現
上
田
市
新
属
)
に
金
刀

。
⑤
比
閥
酬
祉
が
制
辿
さ
れ
た
の
は
、
明
治
日
年
の
こ

と
で
す
が
、
そ
れ
以
来

「
こ
ん
ぴ
ら
さ
ん
」
と

親
し
ま
れ
、
今
も
地
元
白
人
々
に
よ
っ
て
お
祭

り
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
金
万
比
羅
社
の
所
に
遊
郭
が
つ
く
ら
れ

た
の
も
明
治
日
年
で
、
遊
郭
田
中
央
を
通
る
広

い
道
路
の
車
輪
に
「
こ
ん
ぴ
ら
さ
ん
」
は
あ
り

ま
amIν

↑~
。

-
ぐ
ら

避
郭
に
上
回
城
町
二
つ
の
櫓
が
鈎
修
築
さ
れ
、

金
融
機
、
商
政
機
と
い
う
貸
座
敷
に
な
勺
て
い

た
こ
と
は
有
名
で
す
ロ
ち
な
み
に
、
楠
は
昭
和

幻
年
、
上
回
城
跡
に
南
檎
、
北
檎
と
し
て
再
建

さ
れ
ま
し
た
。

明
治
初
年
ご
ろ
の
遊
郭
に
は
、
貸
座
敷
約
初

軒
と
料
理
屋
、
菓
子
屋
、
人
力
車
座
名
ど
が
あ

り
、
芸
妓
犯
人
、
岡
山
妓
l
9
0人
ほ
ど
が
い
て
、

多
く
の
客
で
に
吉
わ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

作
家
の
志
賀
直
植
が
遊
郭
を
且
物
し
た
の
は
、

昭
和
2
年
の
晩
亙
の
こ
ろ
で
し
た
。
貰
座
量
般

の
仇
ん

t

の

「
暖
簾
白
聞
か
ら
斜
光
り
の
し
た
幅
広
い
悌

ご

C
A

-e
ヲ

2

0

・
u

子
段
が
見
え
、
奥
か
ら
は
薩
摩
琵
琶
の
音
が
聞

こ
え
て
い
た
。
如
何
に
も
総
献
と
し
た
も
の
だ
」

(
『
豊
年
虫
』)
と
記
し
て
い
ま
す
。

昭
和
由
時

代
に
な
り
ま
す
と
、
遊
郭
は
疲
れ
て
い
っ
た
の

で
す
。
貸
座
敷
が
日
本
医
療
団
に
よ
り
買
収
さ
れ
、

結
核
血
者
の
医
療
施
設
・
奨
健
旋

(国
立
班
伺

病
院
の
前
進
)
と
な
っ
た
白
は
、
昭
和
四
年
目

a
噌

a

こ
と
で
し
た
。
こ
の
奨
健
寮
に
東
大
白
佐
々
内

科
が
疎
開
し
ま
し
た
が
、
医
局
員
に
加
藤
周
一

が
お
り
ま
し
た
。
匝
は
、
の
ち
に
評
論
車
、
小

説
家
と
し
て
活
即
惜
し
ま
す
が
、
奨
健
寮
で
終
戦

を
迎
え
た
自
の
こ
と
を
『
羊
の
歌
』

に
、
「
山

， 、

[8 】16 2 !1i，宿ラ~r.!9.

今
年
1
月
2
目
、
ロ
ン
ア
船
語
タ
ン
カ
ー

『
ナ
ホ
ト
カ
号
」
の
此
世
に
よ
り
流
失
し
た

盟
抽
は
、
北
陸
地
方
な
ど
の
梅
出
に
哩
岩
し
、

海
岸
部
を
汚
染
し
ま
し
た
。

地
元
住
民
を
は
じ
め
、
事
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
か
た
が
た
が
、
懸
命
の
担
曲
回
収
作
君

を
続
け
て
い
ま
す
。

上
関
市
の
姉
峠
都
市
で
あ
る
上
値
市
に
も
、

1
月
目
日
に
重
油
が
海
岸
に
車
苦
し
、
重
油

田
眠
作
童
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

2
月
4
日

現
在
、

5
4
2
9人
が
宮
山
回
皿
作
軍
に
換

わ
り
、
ド
ラ
ム
缶
1
8
2
0缶
、
土
の
う
7

1
9
3謹
分
の
軍
抽
が
回
収
さ
れ
ま
し
た
。

上
図
市
で
は
、

一
昨
年
、
上
旭
市
と
締
結

し
た

「
姉
峠
郷
市
見
事
時
相

E
応
置
に
関
す

る
協
定
」
に
基
づ
き
、
市
内
の

9
つ
の
事
章

所
か
ら
無
償
で
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
約
3

0
0本
の
ド
ラ
ム
缶
を
、
上
小
ト
ラ
ッ
ク
協

会
の
ご
協
力
に
よ
り
、
1
月
幻
日

・
旧
日
の

2
回
に
分
け
て
鎗
追
し
て
い
た
だ
き
、
上
綿
崎

市
か
ら
た
い
へ
ん
感
謝
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
重
油
回
収
作
曜
を
手
伝
う
た
め
、

1
月
四
日
か
ら
市
破
且
を
1
日
山
人
、
日
帰

り
の
昨
睡
で
派
遣
し
ま
し
た
。

市
の
ほ
か
に
も
、
上
回
脅
年
会
議
所
、
長

野
大
学
災
害
支
担
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
金
な
ど

が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

市
と
し
て
は
、
今
後
も
上
純
崎
市
と
連
絡
を

と
り
あ
い
、
支
担
し
て
い
く
予
定
で
す
。

-
問
い
合
わ
せ
総
萌
限

8
1
2
0
6
)



同和問題を考え寸|

• 倫倫佃の

'‘‘.'，

省‘
• 
1

A

.

2
 
の

-

槌

パ
ー
血

、f
i

，
た

↑
川
。
れ

一
ー
も
巴

割
引
.
)
輔

:

こ

s

s

 

，
t
l
u
p

也

a

u.
τι
 

ピ
[
、
ど
、
数
い

句

贋s

貨

ー

!年
。
11
 
白明

も
、
町
も
、
す
べ
て
は
よ
ろ
こ
び
に
溢
れ
、
希

望
に
輝
い
て
い
た
」
と
、
印
輩
深
く
書
い
て
い

ま
す
。
加
藤
周
一
が
疎
開
し
て
い
た
縁
で
、
作
家
の

福
永
武
庫
が
奨
他
山
町
に
入
院
し
、
肋
膜
貴
由
治

療
を
畳
け
た
の
は
終
戦
直
接
の
こ
と
で
し
た
。

福
水
は
そ
由
時
の
こ
と
を
題
材
に
小
説

雪
風
卦
』

を
書
き
ま
し
た
。

現
世
田
新
国
は
、
世
帯
数
約

4
8
0
の
住
宅

街
に
発
展
し
、
日
日
の
面
艇
を
わ
ず
か
に
と
ど

め
て
い
る
の
は
金
刀
比
雄
祉
の
古
い
社
殿
と
、

股
道
を
思
わ
せ
る
細
道
だ
け
と
な
り
ま
し
た
。

(平
野
勝
重
)

• r子どもの権利量的，-モの 1-
わかりにくい政府釈の条文を、様々な人たちがそれぞれの

視点で 『解釈JL、褒現Lた作品の 部を紹介Lます。
① 第2条 こどもは差別されない

世界にはいろいろな人が住んで5います。肌の黒い人、

人、黄色い人。遣う言葉をLゃべる人。

でも、みんな心は同じてeす。韮しいときは笑います。惣L

いときは涙を流Lます。構つけられたら痛いです。だから、
あなたの国はどんな子どもも同じように守ります。

『いい子だねJr君はだめ』子どもどう Lを比べないで'相。
(江川聡子さん18歳の作品)

②箪6条 まず命の大切さ

1 慢らは、生きていていいんだ。
他の人に殺されていいはずがない。

苦しんでいなきゃいけない、とか、捕い君、いをLなきゃ
いけない、なんてことは絶対ない。

だから、どんなときも、慎らが生きて、育っていけるよ

うに、できることはぜんぷLてほしい。

(小口尚子さん14才田作品)

山政府釈の量文=第6章(原文)

1 締約箇は、すべての児童が生命に対する固有の権利を有

すことを認める.

2.締約国は、児童の生存及び尭遣を可能な最大限の範囲に

おいて確保する。

③ 車12条意見を曹う権利

こどもだって生きている 考える 悩む

こどもだって生きている 意見を言わせて

〔中略)へんなことへんだゃなことやだ

丸刈り オカ yパなんてゴメンだ

先輩町奴隷ヤダー暗いイソメ ヤダ一

点数偏差値で人をはかるな

そんなに担「子どものくせに 」といわないて'。

(赤井良子さん他の作品)

白い

2 

ちゃんと聞いて

上田市磯且による回収作章の機子 (1月29目)

④ 箪13条費現の自由

慢ら子どもが、何かを考えたり、感じたり Lて、ぞれを他

の人に伝えたいなら、どんな方，去で伝えてもいいんだ。紙に

書いてもいい。印刷でもいい。絵にLたり 。(中時)

だけど、他的人の“やっていいことの"じゃまになったリ、

だれかを傷つけたリ、体や心iこ悪かったりする表L方は、や
めといたほうがL、い。

うん。やめよう。できないんだから。

(小口尚子さん14歳ほかの作品)

子アムネスティ ・インターナショナル日本支部「子どもの権

利量約・翻訳書l作コンテス ト」より抜粋 =次回につづ<=
圃問い合わせ 人樋同和対策課 (匝ゆ5393)
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下
水
道
の
整
備
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
か
ら
強
く
里
ま
れ
て
お
り
、

市
で
も
下
水
道
路
設
を
積
極
的
に

進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
下
水
道
施
設
を
管
副
棋
連
世

し
て
い
く
た
め
、
利
用
者
の
皆
さ

ん
か
ら
使
用
料
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
が
、
現
在
の
使
用
料
収
入
で

は
、
こ
の
経
費
を
賄
う
こ
と
が
で

き
ず
、
不
定
日
明
は
市
税
な
ど
で
補
っ

て
い
ま
す
。

不
足
額
を
市
税
な
ど
で
補
う
こ

と
は
、
下
水
道
未
整
備
地
区
と
の

税
負
担
白
公
平
を
欠
い
た
り
、
市

で
行
う
他
の
事
業
や
下
水
道
盤
備

を
進
め
て
い
く
う
え
で
も
、
影
響

が
出
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

-
改
定
の
理
由
・

こ
の
不
足
額
は
年
々
噌
加
し
て

お
り
、
現
行
使
用
料
金
白
ま
ま
で

は
、
施
設
由
老
桁
化
に
よ
る
補
睦

や
改
良
費
用
な
と
の
増
加
、
下
水

道
建
設
で
借
入
金
の
返
済
額
が
噌

加
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、

平
成

9
年
度
か
ら
凶
年
度
ま
で
白

2
年

間
、
公
共
下
水
道
で
約
四
億
円
、

民
業
集
落
緋
水
で
約
5
億
円
そ
れ

ぞ
れ
不
足
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

今
回
の
料
金
改
定
は
、
こ
の
収

入
不
足
の
一
部
を
補
う
た
め
に
、

お
願
い
す
る
も
の
で
す
。

-
使
用
料
の
改
定
率
.

算
定
期
間
由
平
均
改
定
率
は
、

公
共
下
水
道
で
口

・
5
%、
農
業

集
落
排
水
で
お

・
6
%で
す
。

な
お
、
新
料
金
は
、

4
月
分
か

ら
適
用
と
な
り
ま
す
。

下
水
道
会
計
四
厳
し
い
現
況
を

こ
理
解
い
た
だ
き
、
利
用
者
の
皆

さ
ん
白
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
問
い
合
わ
せ
下
水
道
課

8

1
5
3
5
・1
5
3
6
)

障覇鋼

下水道使用料金褒 (2か月J 下水道使用料金簡易計算式
、、、ー、 水盆 料金 (消費税，.含まない)

基本料金 16'"以下 2，0凹円 2，000円

17'"以上 141円 (141円X僅用水量一256円)
田d以下

超
61'"以上 157円 (157円x使用水量-1.216円)
100m'以下

過占 101 rJ以上
173円 (173円X使用水量一2，816円)

200m'以下
{こ

201 n1'以上
料2 600n.f以下

182円 (182円x使用水量一4，616円)

金 日01'"以よ 199円 (199円X使用水量一14，816円:
1，凹0'"以下

1，001 n1'以上 208円 (208円X使用水量一23，816円:

公衆浴場用 ''''以ょにつき (12同X使用水量)

上位別金集で算定した額に消費説$を素じて得た矧
【針.例] 使用水温が2か月で40"，の場舎の使用斜(円未潟"切り捨て}
(141門x40nf-256門)xl03/10附-5.545門
U主〉上水道が市営水道の渇合l孟 上水道斜盆と 絡にまとめて納めていただきますち

.公共下水道檀用料金簡易計算式 (2か月)

(133門X使用氷量一228門)133内

(146円x使用水量 1，0田)146門

(154門X使用水量一1.8問問)154同

(157門×使用水量 2，4関門}157内

(
1
d
に
つ
き
)

超

過

料

金

(164門x使用水量 6，608円)

(167門X使用水量 9，6田円)

ー』比何a~ 、*'巳 vl_U '~'阿見明暗&皐也、 ... '-.... 

【計算例]使用水量が2か月で40"'の場舎の使周斜(同未満は切り槍て}
(133門X40rn-22S門)x 103/100園 5，2“同
(注〉よ水道が市営ホ温の掲合は よ水遇制金と 緒にまとめて納めていただきます

164円

167円1，001 m'以上

l
 
o
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乃kの府心 7つ臼ポイシ r.J 2-
字クパ:!A2-l'd:ぐU 2，さU d;ク

云万 fI~1lJúj・ G 3 A 7 BIJfiI~で-

団

*3 吏ぷらを掲げるときは、
その場を限れない

一三千~• 

*2 寝たばこや、
たばこの投げ捨てをLない

一ー
*4 且の強いときは、
たき火をLない

*6 電量器具は正t.<使い、
たこ足配線はしない

~ççpp 

*j' ~ b 'f< 

.上田市町大誕の概要

*7 ストープに[;1，
鍛えやすいものを近づけない 、、

c 
q 

項目 出火 損害額 出 火 原 固

年
件数 (単位万町 1位 2位 3位

平成8年 68 115.52 たき火 放火および放火の媛い 火遊び・コンロ・竃買関係

平成7年 66 129，97 たき火 放火および鎗火の疑い 焼却炉

平成6年 76 192，30 たき火 ガスコンロなど 花火・たばこ

【11] I1iIllラjfJ.!9.2. 16 



テーブル|
市役所匝蹄mm.
匝陣mm.

情報
E霊園E翠盟国
午前10時~午撞8時

です~

上回女子短期大学

卒業研究作品展

2Jì 20 日同~23 日 (同
~国文科書道コースの牢生の 「書道展』

・問い合わせ/上田宜子短期大学{匠鴎2352)

『消
費
生
活
講
座
』
講

演
会
に
お
出
か
け
を

••• 
マ
と
き

3
月
8
日
出
午
後

2
時

1
3
時
四
八
万

マ
と
こ
ろ

上
回
商

工
会
議
所
5
階
大
ホ
l
ル

マ
漬
題

『
こ
れ
か
ら
の
ご
み
減
量
』
|
生

ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
由
意
義
と
そ
由
実

践
に
つ
い
て
|

マ

構
師

稿
渡
和

臥

け

同

外

た

円

'
A》

!
iν

F
i、

い

供

れ

て

提

か

し

を

開

ら

場

リ

首
容
の
お

に

流

と

辺

交

の

周

、

次

の

り

が

そ

た

」

び

え
z
座

よ

敦
司
講

お

を
ご
誼四

市

語

品
本

田

本

日

上

自

『

に

る

。島

)

、

ん

@

叫射

日

間

町

内

園

芸同

期

曜

い釦

川

弘
昨

日

土

《
久

さ

叶

~
2

吋
山
二
R

一イ
時

・
)
刊
金
山舵

ア

叩

1

日

①
H
佐

け

前

軍

曜

自

に

午
』(

土

せ

C

HU
(
州
館

4

わ

同

日
出
民

・
合

)

』

曜
片
公

3
い

辺

料
金

士
宮
究

草

間

犯

の

週
ザ
中

(

-
@

り

寄

叫
館

み

困

わ

る

ムま

込
・

)

ま

き

こ
M
祉

L
回
目

ひ

と

と

μ
福

@

何
回

r
マ

マ

マ

• 
子
さ
ん

(生
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
全
国

ネ
グ
ト
ワ

l
ク
事
締
局
長

)

V
畳

講
料

無
料

マ
問
い
合
わ
せ

生

活
環
境
課

(困

1
3
8
9
)

女
性
の
た
め
の
マ
ル

チ
メ
デ
ィ
ア
ポ
講
座

••• 
『
パ
ノ
コ
ン
な
ん
て
、
わ
た
し
に

は
で
き
な
い
わ

』
と
思
っ
て
い
る

女
性
白
皆
さ
ん
、

『
飛
び
込
ん
で
み

よ
う
/
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
の
世
界
へ
』

を
テ
l
マ
に
、
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
を

楽
し
く
体
験
し
な
が
ら
、
使
い
方
を

党
え
て
み
ま
せ
ん
か

マ
と
き

左
表
の
と
お
り

マ
と

二
ろ

メ
デ
ィ
ア
ラ
ン
ド
U
E
D
A

ノ

.也jji逓送首謀長jH自1括Btd』
マとき 毎週日曜日(午後2時-4時)
-毎週水曜日(午後7時-9時)

マところ 主品1革鑓
" マ申L込み ・問い合わせ 上小地方事務所総

梯デイピッド ・ネピンズさん(酌71

13・国@7115)

(下
之
郷

・
上
回
リ
サ
ー
チ
パ

l
ク

内
)

M
H

各
自
で
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

マ
畳
構
料

3
0
0
0
円

(第
l

回
目
の
昼
食
代
を
含
む
)

マ

定
員

加
入

(応
募
多
数
白
場
合
は
抽
選
)

マ
申
し
込
み

は
が
き
で

『
一T
3

8
6

市
内
大
手

l
l
u
M
市

役
所
企
画
課
女
性
政
揮
担
当
』

(8

1
2
2
4
)

へ2
月
白
日
開

(必
着
)

ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

月日 内容

2月27日嗣 パソコンにさ

困'"∞-15:30 わってみよう
日ごろ、ご量[tttl.τ

2 3月 381111いるλに手作世田闘が

固 13:30-16伺 きを遺ろう-島生tの
主掴査をえτ~

イン， 阜ットで

3 3月'"日明l シ主ッピンダ~遍

固 13:30-16叩 慣の世界にチ+レ

戸ジしよう目

• r入門間座」日程と内容

-に{まんご〈らぷ 『さくら』

マとき 毎男吾妻具ふ午後 1時30分-3時)
マところ 上回創造館

マ申し込み ・問い合わせ の革特A主争さん
(圃 ・酔 6223) 硝主話甘ん(岡 ・

圃ゆ1369)

.問い合わせ/急融⑮1115直通邸調435

回~511 1)

広喜Fラ~!5g. 1
 
2
 
1
 
【16 2. 

司
副
且

-
目
本
山
岳
写
真
展

マ
と
き

3
月
7
日
出

i
口
日

嗣

(
午
前
9
時
S
午
後
5
時
)

マ
と
こ
ろ

艶
術
館

マ
入
場
料

無
料

・
綾
子
パ
ソ
コ
ン
教
室

マ
と
き

3
月
8
日
出
午
前
9

時
四
升
5
午
後
3
時
叩
分

マ
と

ニ
ろ

パ
ソ
コ
ン
室

マ
内
容

パ
ソ
コ

ン
で
拍
手
紙
を
か
こ
う

マ
対
象

上
回

・
小
県
地
域
在
住

の
小

中
学
生
の
明
チ

(先
罰
抽

人
)

マ

畳
醜
料

5
0
0
円

マ
申
し
込
み

3
月
2
日
剛
午

川

9
時
よ
り
屯
語
で
ど
う
ぞ

-
第
2
土
贋
目
・
掌
冒
施
般
開
滋

[千
幽
川
の
水
中
生
物

W
]



の3月 • 相

'1 JUJ 

8 JU! 

納期限2月28日制
・ 回定習を酒恒例
〈偲 ilj併幽税》

・ 同民健康保険協

合月
の
納税

会場など

市
穐

時日相世名

律相
(予約制)

法
生活環甥鵬

〈本fT舎11皆)
置刺で確実な口座擾苗のご'u周を地建物相土

市
で
は
、
流
通
商
品
目
量
自
由
実

態
を
把
握
す
る
た
め
、

計
量
モ
ニ
タ
ー

を
募
集
し
ま
す
。

政題額地問民

『計
量
モ
ニ
タ
ー
』
で

商
品
量
目
の
調
査
を

••• 
よ園西武

社会福位飽臓会

(2)@8080) 

援

談

循祉よろず網談

議一一面一一面一
(予約制)

骸

と将

組

絹

配ご

政

• 

行

心

児

談絹婚鎗

逮

、J
¥ 

マ
事
聾
期
限

3
月

初

日

幽

マ

申
込
方
法

『
広
報
』

2
月

1
日
号

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

マ

問
い
合
わ

商
工
謀

n
8
1
4
0
3
)

せ

上田創造館無料開放
上田・小県地域、小・中学校在

穣の児童 ・生桂および同伴の保瞳

者の皆さん、おこし〈ださい。

マとき 3月8日出・同22日出

マ開銀施世 プラネタリウム室、

民楢置料館、体育由 V問い合わ

せ上回創造館司!lI@1111)

よ図商工会随所

(2)@4500) 

生活環境隈

芋fzi
雫すす
(内線1608)

高年齢者殴業相絞宣
(上回パートサテライト内》

(""8010) 

繭録保育園繍談室

(n@3096) 

市

世

所

政相宜

保

一市
主

児

母子 婦人相鮫

毎週月~金種目
高年齢者聡業相睦1 9曲......，6:00

保育 ・子育て相銀 l毎週月=亙雇目
(電話相畿 9凹-16加

保育 ・子育て紹骸|毎自火珊目・木曜百
(面接繍鍛 9:00......，6:00

/ 

t 
30*マンガ軍司先生によるサイン会

当e正午かb受付にて盤理券を配布Lます.
石ノ哉君医太郎 先生
豊中鴻智子先"
モノキーパンチ先生

伊万里すみ子先生

午桂2，30-5 ，00*上 映会〈原作者そして、映画面'監督モンキ ーパ
Jテ先生の鯛脱と映画Eよ映会)

DEAD OR ALlVEJ 

3月23日(日)
午後 1，30-2

"レパン三世

…
」

5
…

胎

ペ

ノ

向

叫

町

一

上

…
巴
向
日
巾
…
す
畑

如
州
開
チ
叩
ム
岨

-
$
4
F

』

…
府
知
一
…
町
一
昨

…
"
一
円
壮
一
叫
ん川

一
法
一
山
刷

JAH

市
街
6
9

・
4
t
E'
A

;
υ
沼
田
ん
は
町

一
T
[

べ

一

f
J
J

4

h

E

た
と

日
刊
配
『

3F
一
品

A
A
I

エ
巾
町
四
一
一
と
れ

T
I
L-
J
E且
"
-

u
ワ

…
い
判

E
UE…
獅

-上映会参加肴宜のかた"、電話また!~FAXにてお，し込み〈ださい. (先婚2ω人)

マ
と
き

3
月
8
日
出
午
前
川

崎

1
正
午

守
内
容

司千
曲
川

ぶ
系
l
産
川
の
源
流
を
た
ず
ね
て
』

S
沢
山
池
上
躍
の
ケ
イ
ソ
ウ

(ア

ユ
の
主
企
)
を
顕
微
鵠
で
み
よ
う

3

7
と
こ
ろ
科
学
提
験
室

マ
参
加
料

無
料

・
中
・
高
年
入
門
パ
ソ
コ
ン
微
量

す
と
き

3
月
日
日
出
午
前
9

時
5
午
後
4
時

マ
と
ニ
ろ

パ

ソ
コ
ン
宝

守
内
容

w
t
n
d

o
w
s
田
の
基
本
側
作
な
ど

す

封
象

上

回

小

叫
地
減
距
庄
の

剖
畿
以
上
の
人

{先
前
回
人
)

マ
畳
間
科

1
0
0
0
円

マ
申

し
込
み

3
月
4
日
出
午
前
9
時

よ
り
屯
話
で
ど
う
ぞ

-
夜
間
パ
ソ
コ
ン
敏
宣

{
基
礎
掴
)

マ
と
き

3
月
日
日
制

H
a

樹

(
い
ず
れ
も
午
後
6
時
四
分
3

9
時
四
分
)

マ

と
こ
ろ

パ
ソ

コ
ノ
宝

守
内
容

w
i
n
d
o

w
s
田
の
基
本
傑
作
な
ど

マ
封

象

上

回

'
小
県
地
域
に
在
住
・

勤
務

・
通
学
す
る
同
組
以
上
の
人

(先
着
叩
人
)

守

畳
前
科

3

0
0
0
円

V
申
し
込
み

3
月

9
日
間
午
前
9
時
よ
り
屯
話
で
ど

う
ぞ
-
パ
ソ
コ
ン
敏
宣

{革
磁
掴
)

マ
と
き

3
月
日
日
出
午
前
9

時
1
午
後
4
時

マ
と
こ
ろ

パ

ソ
コ
ン
主

マ
内
容

W
I
n
d

o
w
s
町
の
基
本
傑
作
な
ど

守

封
象
上
図
小
貼
地
域
に
存
症

通
勤

・
通
学
す
る
同
歳
以
上
の
人

(先
暗
拍
人
)

マ

壷
晴
料

3

0
0
0
円

マ
申
し
込
み

3
H

9
日
岡
午
後
1
時
よ
り
屯
慌
で
ど

う
ぞ

よ田市の交通事故発生状況 件数削-syf諜弘明15i品
16 2. Oilllラ左足~9.[13] 



一
票
の
重
み

見
つ
め
直
そ
う
/

-情報テーブル・

上田市選挙管理委員会では、昨年『明るい選挙啓尭標語』を募

集Lたところ、 21 5点もの多数の応募をいただきました。

入選作品1;1，次のとおリです。(敬称略)

.直書貰

マ成人となった喜び まず投票

(成沢秀融諏訪部〉

明るい社会

市
税
等
の
滞
納
処
分

電
話
加
入
権
の
公
売 マ棄で築いていこう

(羽深貴志 ・五<1')

••• 
市
税
等
の
滞
納
処
分
に
よ
る
電
話

加
入
憎
白
公
売
を
次
由
と
お
り
行
い

ま
す
。
新
居
を
構
え
る
率
上定
の
か
た
、

F
A
X
、
パ
ノ
コ
ン
通
信
で
も
う
一

回
線
放
し
い
か
た
、
そ
の
他
よ
り
安

く
購
入
し
た
い
か
た
は
ど
う
ぞ
。

マ
と
き

3
月
5
日
剛
午
前
9
時

刊
升

i

マ
入
札
時
間

午
前
叩
時

】F

主役です

(山辺沙貴中塩田小)

大きな力

(小柿惣次・秋手口)

霊えてゆく

(金井真ニ・五中)

みちしるべ

(堀内E男 ・六中)

人ひとりが

未来を拓く

明日の日本を

.佳作

マ小さな一葉

マこの票

マ投票日

明るい未来由

その事

(佐藤珠美 ・中塩田小〉

i
m時
日
分

(
説
明
は
午
，
山
9
時
叫

分
開
始
)

マ

と
こ
ろ

市
役
所
前

庁
A
H
5
附
臨
3

・4
会
議
室
マ
方

法

純
争
入
札
マ
台
数

当
日
決

定

マ
広
告
場
所

市
役
所
、
各
支

所

マ
入
札
害
加
者

印
護
持
寄
で

本
人
が
お
こ
し
く
だ
さ
い
(
代
理
人

白
場
合
は
、
本
人
自
筆
の
委
任
状
と

代
瑚
人
白
印
鑑
が
必
要
)

。

マ

そ

の
他

公
売
当
日
ま
で
に
滞
納
者
が

ん巾
説
得
を
先
制
し
た
場
合
に
は
、
公

U
M
は
中
止
し
ま
す
。
マ
問
い
合
わ

政治をきめる

マあなたの藁

マ新しい

なお、下表は、昨年10月2日日に行われた選挙の、投票率の推移

です。県知事選挙は、前回を上回ったとはいえ、車議院議員選挙

は憧然畦下傾両にあります。

わたLたちは、常に政治・選挙に関心を持ち、選挙の重要性に

ついて+分認識することが、いま求められています。

.問い合わせ 上田市選挙管理委員会事務局 (~1672)

[離陣院蟻員遍司降、蝿知事週診]役軍事の推移(%)

せ
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説
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o
l
-
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・
直
通
問
8
5
1
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7
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高
齢
者
♂
セ
ン
タ
ー

ご
利
用
く
だ
さ
い
/

••• 
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
市
内

に
住
む
印
歳
以
上
の
か
た
が
利
用
で

き
る
施
設
で
す
。
一
般
利
用
の
ほ
か
、

生
き
が
い
と
他
康
づ
く
り
を
目
的
と

し
た
認
の
ク
ラ
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〈
教
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運
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が
お
り
、
帥
歳
以
上
の
か
た
な
ら
ど

な
た
で
も
人
会
で
き
ま
す
。
詳
し
く

は
、
同
セ
ン
タ
ー
ま
で
ど
う
ぞ
。

マ
利
用
時
間

午
前
日
時

i
午
睡

4
時
羽
分
(
休
日

・
祝
祭
日
は
休
館
)

マ
入
港

午
前
叩
時

l
午
桂
3
時

(
2
階
大
展
望
風
呂

・
無
料
開
故
)

マ
そ
の
他

①
品
迎
用
無
料
パ
ス

(福
斉
号
〕
も
運
行
し
て
い
ま
す
。

②
省
岸
循
環
パ
ス
も
利
用
で
き
ま
す

(有
料
)

マ

問
い
合
わ
せ

高
齢

者
編
祉
セ
ン
タ
ー
嗣
服
申
4
1
1
9
V



E;'flffi丑島圃ri':r司ii司);l，-n:::t毒事
• 

市では新たに『指定ごみ袋殴級庖』の
募集をします。取り録いを希望されるかた
は、 3月21日樹までに、環旬・2医務復(クリ
ーンセンター肉、困 1394・直通阻ゆ
0666)へ剛し込みくださL、
なお、取り銭いは、 4月以降となります.

母
子
家
庭
な
ど
家
庭

協
力
員
の
派
遣
制
度

••• 
母
子

・
父
子
家
庭
に
お
い
て
、
世

帯
且
の

一
時
的
な
傷
病
ま
た
は
冠
婚

葬
鞍
へ
出
席
す
る
た
め
、
あ
る
い
は

母
子

・
父
子
家
庭
と
な
っ
て
聞
も
な

い
た
め
、
日
常
生
活
を
営
む
白
に
支

障
が
あ
る
と
き
に
、
市
か
ら
家
庭
協

力
只
を
派
遣
す
る
制
度
で
す
。

マ
問
い
合
わ
せ
福
祉
課
(
市
役
所

南
庁
舎
1
階

・
困
1
6
0
8〕

高
年
齢
者
♂
相
談
室

3
月
1
日
よ
り
移
転

••• 
ハロ

l
ワ
l
ク
上
回
の
上
回
市
高

年
齢
者
就
職
相
談
室
は
、
利
用
者
の

利
也
を
図
る
た
め
、

3
月
l
自
由
よ

口座振替が便利f
『国民年金保険料』
国民年金¥;1、 ①老齢を迎えて

からの安心した生活 ② 万

の障害や夫に先立たれたときの

備えのために、大きな役割を担っ

ています。あなたの大事な年金

を守るためには、保険料をきち

んと納付することが大切です。

そのために、たいへん恒利な

『口座振替』をお勧めします。

-・・哩曹型電雪層雪曹司・・・

e込書に簡単に記入するだけ
で、手続きができます。

マ場所預金口座のある金融

機関または市役所窓口 マ持ち

物預金通帳、通幡町届出印、

年金手帳または納付書

り
上
回
パ

l
ト
サ
テ
ラ
イ
ト
(
天
神

1
丁
目

・
久
保
悶
ビ
ル
l
階
)
に
併

殺
事
転
し
ま
す
。
事
く
白
皆
さ
ん
の

ご
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

-
新
所
在
地
上
田
市
天
神

1
1
3

1
巾

・
久
保
田
ビ
ル

1
階

(胴賢明

8

0
1
0
・
開
碕
V
8
0
1
1
)

マ
問
い
合
わ
せ

商
工
謀
(
困

1
4

0
5
)
 

入
札
(見
積
)参
加
願

受
付
は
お
早
め
に
/

••• 
平
成
9
年
度

・
凶
年
度
に
市
が
購

入
す
る
物
品
と
、
市
が
発
注
す
る
建

設
工
事
お
よ
び
姥
般
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
業
務
自
入
札

・
見
積
に
害
加
を
希

望
さ
れ
る
か
た
は

『
入
札
(
見
積
)

宰
加
願
』
を
拠
出
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
畳
付
期
間

①
弱
晶

2
月

m

-・1:01，.'".-":・I~宝 i.';\{.夙温厩..・R・置-

日
幽
ま
で
②
工
事

・
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト

3
月
3
日
側
i
同
民
日
開

マ
モ
の
他

①
物

品

指

定

用
紙
は

官
財
課
で
お
躍
し
し
ま
す
。

②
工

事
・

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

募
集
要
項

は
官
財
課
で
お
置
し
し
ま
す
。

マ

援
出
・
問
い
合
わ
せ

管
財
課
(
市

役
所
本
庁
舎
4
階
・
圃
9
0
1
1
4
)

『
温
泉
口
』
周
辺
道
路

交
通
規
制
に
ご
協
力
を

••• 
上
回
交
通
別
所
線
線
路
切
替
工
事

で
、
終
日
全
面
通
行
止
と
な
り
ま
す
。

マ
と
き

3
月
l
日

ω午
前
8
時

1
3月
3
日
間
午
前
6
時

マ
と
こ

ろ

天
神
4
丁
目

・
南
天
神
町
常
回

線
(
国
道
1
4
3
号
1
上
田
駅
温
泉

口
広
場
人
口
)

マ
問
い
合
わ
せ

都
市
計
画
課

n
困
1
5
2
4
)

県国民年金謀では 『前納 ・口

座振替プレゼン卜』を実施Lま

す。奮ってご応募ください。抽

選でプレゼントが当たります。

マ対車 ①平成9年3月に保

険料を口座振替により納付した

人 (新L<口座娠替の申し込み
をする場合は、3月14目幽ごろ

までに加入手続が必要になりま

す) ②平成9年4月に 1年前

納により惇険料を納付Lた人
マ応募期間 5月7日嗣まで

マ応募方法 rLなの国民年金』
2月号か4月尭行の「広報うえ
だ』をご覧ください。

皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
郭
窓
に
、

附
ゆ
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

マ
置
名
1
万
円
図
書
館
特
備
に

マ
日
本
オ
イ
ル
タ
ー
ミ
ナ
ル
崎
様
/

歯
車
い
す
送
迎
車
1
台
『
上
回
市
福

祉
自
動
車
』
と
し
て
貸
し
出
し

マ
松
国
産
業
掛
・
松
園
産
業
脇
役
員

会
松
岡
彦
車
醐
共
華
麗
/
仲
辛
:

ン
ベ
ッ
ド

3
台
・
エ
ア
l
マ
ッ
ト

3

台

耳
大
型
テ
レ
ビ
1
台
/
工
は
住

宅
高
齢
者
の
介
護
問
と
し
て
、

E
は

報
恩
祭
ヘ

マ
働
力
ネ
コ
・
コ
ー
ポ
レ
l
y
ヨン

上
図
営
業
所
樽
川
万
円
祉
会
福

祉
必
金
級
立
金
と
し
て

マ
平
尾
管
男
織
印
万
円
/
文
化
振

興
基
金
積
立
金
と
し
て

マ
丸
混
寿
会
婦
人
鶴
線
機
布
切
鋭

ノ
高
齢
お
の
利
用
す
る
施
段
ヘ

(平
成
8
年
川
月
四
日
i
同
N
R
W

回
受
げ
付
け
分
)

| 軸に関する手続きは E 
r基瞳年金番号』で/

1
 
5
 
1
 
【 16 

今年 1月から、すべての年金

制度に共通する基礎年金番号が

導入されま Lた。年金に関する

手続きを行う場合は 「基礎年金

番号通知』をお持ちください。

マ問い合わせ 国保年金課(厨

1 36 5・13 6 6) 

2 広4宮ラ'.A!59



紙面作りにご協力を/

鴨親王二夕刊犠します

長野県市町村広報コンクール . 

市では 「広報うえだ」が、市民自皆さんにより

親しまれ、より読まれるものにしていくため、平

成9年度「広報モニター」を募集します。

モニタ の皆さんには、広報に対する官、見や提

案などをお寄せいただき、市民事加白紙面づくり

申一端を担っていただきます。奮ってご応募くだ

さも、。

じ〉応募方，去 20歳以上の市内在住者 c>募重人

員 一般公募10名程度 c>任期 委嘱の日から翌

年3月31日まで b職務内容 ①モニタ一会議へ

の出席 (年間3回程度) ②モニタ アンケ ト

白問答など c>謝礼 記念品を贈呈 c>応募方法

はがきに 「白所、氏名 (ふりがな)、年齢、職

業、電話番号、 『広報うえだへひとことJJを記入
して、 3月31日(月)までに、市役所秘書課広報担当

(〒386上田市大手 1-11-16)までどうぞo

b問い合わせ 極書課 (因 11 1 2) 

保健診tt
健康推進課

(~1625) 

b畳付時間 いずれも午桂l時-2時 b持ち物

母子健康手帳、パスタオル (4・10か月児)、歯ブラ

シ(1歳6か月児)， 1歳6か月児は、赤ちゃん手帳

の中にある健康器査票に記入してお持ちください。3

歳児は健康診査~と視聴覚検査白アノケ 卜をお送り

しますので、ご記入目うえお持ちくださL、。 また、尿

.3月の乳幼児健康診査

が

最優秀賞を受賞/
~広報写真 (1枚写真)
広報ポスター部門は奨励賞~

引
一
時
一
m一日
一目
一回
一時
一泊

4か月

(委託制作)広報ビデオ
10iJ、月

l歳 6か月

こ由ほど、長野県市町村広報コンクールの 「広

報ビデオ (委託制作)の部」で上回市が最置秀賞

を受賞しました。また、 「広報写真 (1枚写真〕

白部Jr広報ポスタ の部」でも、奨励賞を受賞
しましずこ。

広報ビデオは、昨年6月初日に信越故送(SBC)

で放映された「ふれあい上聞~ごみ減量に向けて」

が、広報写真は、昨年11月 l日号の圭紙に掲載し

た 「上信越自動車道開通記念・上聞古戦場ハーフ

マラソンJが、広報ポスターは、市内の掲示仮や
公共施設・小売庖などにro示した r1月l日から
燃やせるごみ袋が指定されますJ(環境業務課製

作)が、それぞれ入賞したものです。

市では、この畳貨を機に、市長田皆さんにいっ

そう親しまれる広報活動を進めていきたいと思い

ます。ご立見、ご感想などがございま Lたら、広

報担当までお気軽にお帯せください。

.問い合わせ 秘書課 (困 11 1 2) 

回
一日
一日

日
一日
一目

肱査の容鳴もお持ちください。

.慢健センター (市役所南斤舎2階)

健康診査 | 実施n I 生年月日
3月7日 I8. 10. 16-10 
3月18日 I8.11. 1-11 
3月4日 I8. 4. 16-4 
3月21日 I8. 5. 1-5. 
3月5日 I1. 8.16-8 
3月19日 1 1.9.1-9
3月6日 16.2.1-2
3月11日 I 6. 2. 16-2 

・塩田母子健麿センター (塩田地区)

4か月 1 • ...••• 1 8. 1且
1 3月28日 ト→ιキニ10か月 1 ..... .. 1 8. 4. 

l歳 6か月 1 3月11日 1 1. 1 

日
一山
一川

川
町
一日

(JII酉地区)
一「百十τ。
8. 4. 
1. 8 

3月25日

3歳

.乳房手術経験者の会(やすらぎの会)講演会

乳房手術経験者ならど江たでも書加できます。日ご

ろ悩んでいることを話してみませんか。

マ演題 「日ごろ (手術後)の健康管理~免疫につ

いて-J C>鴎師 斉藤外科医院院長 ・斉藤元戚さん
bとき 2月25日出午桂l時から 3時まで bとこ

る 保健センター(市役所南庁舎2階) じ〉事加費

無料 C>その他 当日は、保健婦による健康相談など

も実地します。C>問い合わせ 健康推進諜 (困 16 

24) 
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